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9
月

26
日
～

27
日
那
須
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
校
式
・
文
化
祭
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

朝
の
曇
天
か
ら
日
中
は
絶
好
の
日
和
と

な
り
ま
し
た
。 

 
 

           

今回より修了式から開講式に改名し、 
第 18期開校式、第 14回文化祭となりました。 
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那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ 

代
表 

渡
辺 

光
男 

  

ト
ン
ネ
ル
の
先
に
見
え
て
き
た
光
、
四
年
ぶ

り
に
実
現
で
き
た
こ
の
文
化
祭
、
今
日
の
こ
の

日
を
講
師
も
受
講
生
も
み
ん
な
で
祝
い
、
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 

 

今
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
め
げ
ず
頑
張
っ
て
き

た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
お
互
い
の
活
動
を
確
か
め
合
い
、
新
し
い
一

年
、

18
期
へ
の
期
待
を
高
め
ま
し
ょ
う
。 

           

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
が
、
払
拭
で
き
な

い
た
め
に
、
短
縮
版
で
の
開
催
で
す
が
、
次
の
文

化
祭
成
功
へ
の
貴
重
な
一
歩
で
す
。 

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
全
員
が
こ
ぞ
っ
て
集

い
、
互
い
の
絆
を
確
か
め
深
め
、
英
気
が
養
わ
れ

て
、
来
年
の
飛
躍
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。 

 

こ
の
カ
レ
ッ
ジ
の
目
的
は
、
我
々
シ
ニ
ア
世
代

の
「
生
き
が
い
作
り
」
に
あ
り
ま
す
。 

限
ら
れ
た
「
い
の
ち
」
の
時
間
を
存
分
に
燃
や

し
ま
し
ょ
う
。
今
日
の
命
を
輝
か
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

短
い
準
備
期
間
の
中
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た

講
師
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 
           

渡辺代表 挨拶 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平山幸宏 那須町長  
祝辞をいただきました。  
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/27 二日目の受付状況。本日は開校式、文化祭
の舞台発表の日となります。 
来客者の記帳、プログラムの配布をしています。

10/26 初日の受付状況。本日は提供して
頂いた品物を受け取り、陳列しています。

日本で初めてハロウィンを取り扱ったのは、
1970 年代。原宿の有名雑貨店が販促活動の一
環として行ったハロウィンの仮装パレードが
始まりだったと言われています。 
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4
年
ぶ
り
の
修
了
式
（
後
に
開
校
式
に
改
名
）・

文
化
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
の
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
準
備
委
員
会
を
開
き
ま
し

た
。 本

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
講
師
・
受
講
生
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
頂
き
「
再
開
・
笑
顔
で
再
会
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
会
議
を
進
め
ま
し
た
。 

 

講
師
だ
け
で
は
な
く
、
大
勢
の
受
講
生
さ
ん
も
参

集
し
て
今
後
の
担
当
、
役
作
り
を
協
議
し
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
の
は

9
月

26
～

27

日
で
す
。

3
ヵ
月
以
上
も
前
か
ら
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。 

 
 

           

7/8 りぼーる・たなか 家庭科室 

実行委員会の組織図 

 

実
行
員
会
の
組
織
が
、
左
図
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

7
月

8
日
に
準
備
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、

以
後

3
回
の
会
議
、
ま
た
、
各
部
会
に
お
い
て
は
、
数

回
の
打
ち
合
わ
せ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

カ
レ
ッ
ジ
の
講
座
は
、
座
学
系
、
運
動
系
、
発
声
系

な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

1
年
間
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
文
化
祭
は
、
座

学
系
の
講
座
に
お
い
て
は

9
月

26
日
小
ホ
ー
ル
に
て

朝
よ
り
設
営
、
作
品
の
展
示
準
備
を
行
い
、
午
後
よ
り

一
般
開
放
を
し
ま
し
た
。 

な
お
、
26
日
は
、
小
ホ
ー
ル
で
那
須
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
相
談
員 

長
谷
川 

節
子
氏
に
よ
る
「
悪
徳
商

法
に
気
を
つ
け
て
‼
詐
欺
撃
退
法
」
の
特
別
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
大
ホ
ー
ル
で
は
体
育
系
、
発
声
系
の
講
座
の

皆
さ
ん
が
午
前
中
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

 
翌

27
日
、
10
時
か
ら
は
第

18
期
の
開
校
式
を
平
山

町
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、
厳
か
に
行
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
前
出
の
講
座
の
皆
さ
ん
が
、
本
番
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
予
定
が
終
了
し
、「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を

行
い
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

  
 

 

開
校
式
、
文
化
祭
を
終
え
て 

代
表 

渡
辺
光
男 

  

大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

3
年
の
ブ
ラ
ン

ク
と
短
縮
版
の
文
化
祭
で
し
た
の
で
、
細
か
い
こ
と

は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
私
は
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
活
躍
ぶ
り
に
「
感
動
！
」
で
す
。 

  

ま
ず
、
準
備
委
員
に

22
名
も
の
自
主
参
加
者
が

あ
り
、
快
い
予
感
が
あ
り
ま
し
た
。
班
に
分
か
れ
、

そ
の
後
は
、
打
ち
合
わ
せ
に
も
熱
が
こ
も
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 
 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
帽
子
や
手
作
り
の
兜
の
受
付
、
そ

し
て
抽
選
会
で
の
舞
台
衣
装
等
、
当
日
の
お
祭
り
気

分
の
演
出
な
ど
見
事
で
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

障
害
者
支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
は
異
質
の
空
気
、

現
職
の
こ
ろ
の
生
徒
た
ち
の
姿
に
通
ず
る
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
年
に
一
度
の
文
化
祭
を
十

分
に
楽
し
み
、
日
頃
の
努
力
の
経
験
を
誇
ら
し
く
秘

め
て
、
家
族
や
地
域
に
披
瀝
す
る
の
で
す
が
、
こ
ち

ら
も
、
講
座
の
真
剣
な
日
々
の
積
み
重
ね
の
上
に
実

現
し
た
確
か
さ
と
、
秩
序
と
気
概
を
感
じ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
ト
ン
ネ
ル
が
明
け
て
「
カ
レ
ッ
ジ
」
ら
し

さ
が
回
復
し
た
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。 

 

わ
れ
わ
れ
シ
ニ
ア
世
代
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
失

敗
は
な
い
、
と
最
近
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
開
会
の

挨
拶
で
「
命
の
時
間
を
存
分
に
燃
や
そ
う
」
と
言
い

ま
し
た
。
や
る
気
を
起
こ
し
、
仲
間
に
加
わ
り
、
役

立
つ
何
か
に
打
ち
込
む
こ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
い

の
ち
を
燃
や
す
こ
と
で
あ
り
、
傍
目
に
は
輝
い
て
み

え
る
こ
と
で
あ
り
、
自
身
の
明
日
の
希
望
に
つ
な
が

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。 

 

参
加
さ
れ
な
い
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
一
人
で

も
多
く
こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。 

    
  
 

 
 

  
 

 

開
校
式
で
平
山
町
長
さ
ん
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
後
、
忙
し
く
退
席
さ
れ
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
多
く

は
奇
異
に
感
じ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

実
は
役
場
に
「
記
者
会
見
」
を
待
た
せ
て
の
ご
臨

席
だ
っ
た
の
で
す
。 

私
は
代
理
を
立
て
ず
、
ご
本
人
が
来
席
さ
れ
た
こ

と
に
お
人
柄
と
誠
意
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

実
は
、
過
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「
町

づ
く
り
懇
談
会
」
で
、
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
町

づ
く
り
の
一
環
に
位
置
づ
け
て
く
れ
る
よ
う
提
案

し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

子
供
の
頃
か
ら
見
つ
め
て
き
た
那
須
町
の
移
ろ

い
、
八
十
年
間
の
社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
生
涯
学
習
の
場
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
我
々
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
る
。
こ
れ
を
町

づ
く
り
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
は
い
か
が
か
と
。 

 

役
場
の
幹
部
の
皆
さ
ん
、
町
会
議
員
や
自
治
会
長

の
皆
さ
ん
な
ど
、
ど
う
受
け
止
め
て
く
だ
さ
っ
た
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
町
長
さ
ん
か
ら
は
、
我
々
の
活

動
へ
の
理
解
や
地
域
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
の
期
待

感
な
ど
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。 

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
「
お
ら
が
の
町
の
カ
レ

ッ
ジ
な
の
だ
」
と
、
町
の
皆
さ
ん
に
自
慢
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。 

私
は
、
こ
の
働
き
か
け
を
続
け
て
ゆ
く
つ
も
り
で

す
。 し

か
し
、
こ
れ
か
ら
大
事
な
こ
と
は
、
講
座
の
皆

さ
ん
が
自
分
の
講
座
の
実
力
を
町
の
皆
さ
ん
に
見

せ
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。 

少
し
づ
づ
で
よ
い
、
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
て
、
進
ん

で
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

２
年
後
の

10
月
、
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は

20

周
年
を
迎
え
ま
す
。
２
０
２
６
年
の
は
じ
め
に

20

周
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。 

今
期
早
々
に
準
備
に
入
り
、
来
年
の
開
校
式
・
文

化
祭
を
踏
み
台
に
し
て
、
楽
し
く
力
強
い
記
念
式
典

を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
今
回
の
開
校
式
、
文
化
祭
を
通
し
て
こ
の
よ

う
な
展
開
が
開
け
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 
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パネルの組立てをしています。やはり男性の仕事かな。
“職人さん
．．．．

”よりギャラリーのほうが圧倒的に多いで
す。が、これより飾付けで頑張っていただきました。

設営は全員で行い、割当てのブースには、パネル、長
テーブルを使います。その後、各自の飾付けをします。

朝
の
集
合
時
間
は
9
時
半
の

予
定
で
し
た
が
、
9
時
に
は
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。 

大
勢
の
受
講
生
さ
ん
方
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た 

 

各
講
座
毎
に
趣
向
を
凝
ら
し

た
飾
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

           

実施に先立ち工程表を作成しました。 
２日間の開催。会場は、大ホールで開校式、文化祭の舞台発表、
小ホールでは、文化祭の展示部門、講演会が行われました。 
重複することもあり、スケジュール管理に使いました。 
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パソコン講座飾付け、間もなく完了です。 
ペーパーフラワーは 100均で買ってきました。

後は来客を待つばかりです。AM11：00ころ 
皆さんの作品は、かなり高度な技術です。 

早速来客です。 北欧家具のようです。 
「ニトリ」にありました。 

ディスプレィに余念がありません。 

大変残念ですが、第 18期は休講になるとのこと。 
第 19期の復活を期待しましょう。

「おうち時間」を充実して過ごしていますか？工作に興味がある、木
製小物を作ってみたい、でも何から始めて良いか分からない。 
そんな方、是非一緒に木製品作りに取り組みましょう。 
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第 17 期（第 14 回）文化祭開催 

実行委員長 友利 実則

久し振りの文化祭、皆様楽しんでいただけました

でしょうか。まずは参加していただいた皆様、そし

て実施運営にご尽力いただいた方々に厚く御礼致

します。 

 

今 17 期の文化祭スローガンは「再開・笑顔で再

会」です。私が、実行委員長を拝命され課された役

割は、まさにこのスローガン通り「再開対策」と「笑

顔対策」でした。 

 

コロナ禍が完全に収束していない状況下でいか

に支障なく安全に再開するか、そのためにこれまで

に経験のない対策、即ち入場者対策、会場対策、ス

テージ対策を強いられました。 

2 日間にわたる取り組みでしたが、何とか無事に

開催、終了することができ安堵しています。 

 

一方、「笑顔対策」として抽選会の実施を決定い

たしました。 

4 年ぶりの開催を終日楽しんでいただくための

企画でしたが、おかげさまで多くの方が最終日最後

の「お楽しみ抽選会」に参加され、楽しんでいただ

けたことは望外の喜びです。 

参加賞も時季を得たものとして好評と聞いてお

ります。 

 

今回の文化祭は、特殊環境の下、一義的に開催す

ること自体が目的という側面があり、最低限のこと

しかなし得ませんでした。 

 

次期からは、より正常な環境下で、より多くの人

が参加し、より楽しめる文化祭が実現できるよう願

ってやみません。 

 

使用するお道具類 

年齢を重ねると体の硬直や骨のずれが生じてきます。そんな体を無理せずに時間をかけて 
硬くなった筋膜を柔らかくし、リンパの流れを促し、軽い体に仕上げていきます。 
一緒に免疫を高め、若々しい自分になってみませんか？ 

絵手紙とは、絵のある手紙を送ること。 
キャッチフレーズはヘタでいい、ヘタが
いい、です。 
上手に描くことよりも相手を思い、素直
な気持ちを伝えることが大切です。 
身近な人に思いをこめて、あなただけの
1 枚をおくってみませんか？ 
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歌手の八代亜紀さんも
LB 卓球の愛好者です。 

講義ではなく、多面指しの対局で楽し
んでいただければと思います。 
 
どうぞお気軽にご参加ください。 

囲
碁
は
、
（
手
談
）
と
言
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
誰
と
で
も
す
ぐ
に
楽
し
め
ま
す
。 

ま
た
、
近
年
は
、
右
脳
と
左
脳
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
使
う
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
高
齢
者
の
認
知
症
予

防
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

卓球は、温泉などでも気軽に楽しめるスポーツです。 
運動することによって自然免疫が高められるとの事、ウィルスに負けな
い身体を作り、素敵なシニアライフを楽しみましょう。 
気の置けない仲間と楽しく卓球をして、元気に 80代を迎えましょう。 

プロの人形師のような仕上がりです。 
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那須シニアカレッジでは、長年にわたり学習された受講生、および会に
貢献されてきた講師に対して、表彰規定があります。 
【那須シニアカレッジ表彰規定】 
表彰の種類 
➢ 受講生奨励表彰：継続的に     5 期間受講終了した場合 
➢ 受講生優秀表彰：継続的に 10 期間受講終了した場合 
➢ 講 師 表 彰：継続的に 10 期間講座を開講し講義に励んだ場合 

奨励賞表彰 大島さん（源氏物語、おくの
ほそ道など）46 名が対象 
 
大森さん、（フラダンス）優秀表彰を代表
して受取りました。34 名が対象 

講師表彰…あっという間の 10 年間でした。 
 
“編集長も”表彰を受けました。 
代表して庄司講師（リンパ腺体操）2 名が対象でした。 
 
封筒の中には、記念品が入っていました。 

順不同 敬称略    

講 座 名 講 師 名 講 座 名 講 師 名 講 座 名 講 師 名 

心地よい太極拳 
2 コースあり 

竹内 祐子 
ヨーガでリフレッシュ 

2 コースあり 
井上 静男 

少林寺気功 
2 コースあり 

関口 範満 

リンパ腺体操 庄司 美由貴 
笑顔でみがく 
フラダンス 

伊藤 花 いきいき健康体操 佐藤 崇子 

80 代まで楽しく 
LB 卓球 

野田 知津子 
・手縫い日和 
・野菜と共に 

江口 ゆかり 
パソコン 4 コース 

入門～中級 
片上 清重 

創るよろこび 
木目込み人形 

田中 恵美子 
たのしい 

リコーダー教室 
友利 実則 源 氏 物 語 渡辺 光男 

初心者のための 
囲碁教室 

三浦 敏朗 将棋実践講座 松本 佳
よし

介
ゆき

 
楽しく歌おう 
日本の抒情歌 

井岡 純子 

木製小物作り 
DIY いろは塾 

齊藤 健 
朗読講座 
『いちご』 

改田 麻紗子 クラッシック声楽 青木 澄子 

絵手紙教室 荒井 紀子 
楽しくストレッチ 

「3B 体操」 
小境 幸子 今から始める英会話 ホッジ 崇子 

那須野の伝承 
・物語を楽しむ 

木村 康夫     

 
◎印は新規講座です。 

◎ ◎ 

◎ 
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過去に、シニアカレッジへ在籍したことがない受講
生さんです。（第 18 期）60 名が入構しました。 

60名 

歌って心もリフレッシュ 

久々のステージ！ 
心地よく演武しましょう♪ 

「夜間のコース」火曜日 

「午前のコース」木曜日の 

２クラスあります。 
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源
氏
物
語
講
座 

朗
読 

第
三
十
六
帖 

柏
木 

楽
し
く
歌
お
う 

日
本
の
抒
情
歌 

日本には昔から歌い継がれてきた歌が沢山あります。 

心と身体の健康の為にそして誤嚥防止にも！ 

楽しく歌ってみましょう。 

まず、プロの優れた朗読を聞き、日本語本来の美しさにふれ、皆で音

読してから解説します。 

単なる現代語訳ではなく、場面の情景、人物の心理などリアルな再現

を心がけています。 
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リコーダー四重奏 

アーサナの色々 

１．大きな声を出して心身共 

に健康になりましょう。 

 

２．早口言葉で脳を活発にし、 

若々しく過ごしましょう。 

 

３．小説、詩、エッセイ、童話 

等を読み、文字に声を載せ 

て感性豊かな自分だけの 

世界を持ちましょう‼ 

リコーダーは誰にでも簡単に音が出せ、これから楽器を始めたいという人にはピッタリ。 

初めて楽器を演奏できた時の感動を是非味わってください。 

楽器（アルトリコーダー）は３千円程度で購入できます。 

ゆったりと呼吸に合わせ、体に意識をむけながら、からだをスト

レッチしていきます。ストレッチの後には血流が改善され、体の芯

から脱力することで、深いリラックスが生まれ、免疫力が上がり、

健康な体を取り戻すことができます。 

 

様々な呼吸法もアーサナ（ポーズ）の後に行います。 
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あんな話、こんな話、あれこれ話です。 

カメラやレンズの保管には気をつけて❕ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

浴室のカビに悩まされていても、カメラのカビに気が付かな
い人が多いのです。 
「えっ、カメラにカビが生えるの？」大半の愛用者の声です。 
カメラ本体のカビより、レンズのカビが撮影結果、写真に影

響します。 
最近のデジコン（デジタルコンパクトカメラ）の電源 OFF の

時は、レンズが隠れている機種が多く、気が付き難いですね。 

那須町、特に高原地区、森に囲まれた邸宅、カビ
が大好きな環境です。 
レンズにカビが生えると多額な修理代を払って

も、完治せず再発必死です。 
 
カビは、気温 20 度以上、湿度 60％以上の環境

で 100％発生します。ゴミや埃をを核として繁殖し
ます。 

 
プロ愛用のカメラは、カビの発生を聞いたことが

有りません。なぜでしょうか？ 
それは、常に持ち歩いて使用しているからです。 
アマチュアと使用環境が違います。 
 
私はどうしているか？ですか。防湿庫に保管して

います。完璧です。 
この防湿庫は、カメラだけでなく、貴金属、食品、

革製品、美術品、楽器などにも利用されています。 
 
大きさ、価格は色々です。国内最大の防湿庫メー

カー（東洋リビング）の事業所が那須町にあること
はご存じですか。 

 

あなたのカメラは大丈夫？！ 
話はそれましたが、ご愛用のカメラを早速取り出

して、チェックしてみてください。 
 
 

休講中のデジタルカメラ講師 原田 道夫 
何でも問い合わせ先 m-harada@rf7.so-net.ne.jp） 

 

カビ対策 
 
・風通しの良いところ
に保管する 

 
・バッグなどに入れっ
ぱなしにしない 

 
・カメラ、レンズを綺
麗にしておく 

 

《舟鼻峠の紅葉》 

笑顔をありがとう！ 

楽しく踊る、笑顔で踊るフラダンスを目指しています。 

心が和む曲に合わせ体を動かし、これからの人生を楽しんでほしいです。 

mailto:m-harada@rf7.so-net.ne.jp
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特別講演会 「悪徳商法に気をつけて！詐欺撃退法」 

講師の長谷川 節子さん 

当日の集客を心配して
いましたが、大変盛況で安
心しました。 

騙されないように気をつけましょう。まずは、相談。 

 渡
辺
代
表 

原
田
理
事 

齊
藤
事
務
局
長 

生
涯
学
習
課 

島
村
課
長 

5 月 24 日、役員は、新任の生涯学習課、島村課長を表敬訪問しまし
た。日頃行政には情報提供、広報の面で支援・協力を仰いでおります。 

 
皆さんご存じの通り、我々の学習の場である、りぼーる・たなか、文

化センターなどの施設、設備等は町の公共施設であり生涯学習課が窓口
になっています。 

 
那須シニアカレッジは、行政に支援を受けていますが、運営は講師、

受講生が携わっており、我々はカレッジをシニアの大学と位置付けてい
ます。数多くの団体、サークルとは一線を画すところです。 

 
本日は、会として町に貢献で 

きるものを模索し、また、カレッジの 
認知度を高めるための情報交換に来ました。 

 
 

【生涯学習課】 
町の生涯学習課では、生涯学習社会実現のため、 
町民への様々な学習機会の提供、学習環境の整備・充実や、健全育成などを担当しています。 
 
また、文化的・歴史的遺産を伝えるため文化財の保護・保存に取り組んでいます。 
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キャラクターの“まねっきー”です。 

おかげさまで沢山の景品が揃いました。 
ロビーは、品定めの場所となりました。 

机上には景品が並べられています。受付から大ホール壇上に景品が短時
間に移動されていきます。（全員、いいフットワークです） 
 
来場時、受付で抽選券の半券を受け取ります。 

代表がくじを引きます。該当する人 10人の単位で、壇上に上がって 
いただき、番号の若い順より景品が選べます。 

《コンパニオン》の赤いドレスがよろしいですね。 

事前にこのようなチラシを作成し、皆さんのご協力を頂きました 

“コロナ”まだまだ収束はしておりません。 
入口にはこんな看板を設置、協力を頂きました。 
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受講生の推移

第 18期は、男性 27％、女性 73％です。 
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9月 2日りぼーる・たなか体育館において、第 18期新規受講者に
対して説明会を実施しました。 
本日 40 名ほどの出席を頂き、“那須シニアカレッジ”とは、その

他の事柄を説明しました。 
応募された受講生さんたちは、今後１～２回の“お試し受講”を

受け、その後、受講料を払い込み正式な受講生となります。 
 
その後も「今でも間に合うか？」などという問合せもあり、講座

によっては“可”と、いうような柔軟な対応をしています。 
 

こ
の
説
明
会
は
、
今
ま
で
カ
レ

ッ
ジ
に
在
籍
し
た
こ
と
が
な
い
方

を
対
象
と
し
て
お
誘
い
を
い
た
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
～
く
見
る

と
過
去
に
在
籍
し
て
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

お
聞
き
す
る
と
、「
長
い
、
ブ
ラ
ン

ク
」
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
の
こ
と
。 

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
の
か
も…

 

現
在
、
受
講
生
募
集
に
お
い
て
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
勢
い
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

在
校
生
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
新
規
募
集
増
」
に
ご
協
力
の
ほ
ど
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

受付の状況 

本日は、事務局長、新規講座の講師、都合をつけ
ていただいた講師が出席してくれました。 

 

 

 

◇■ヨーガ講座担当■◇ 

井上 静男  
 

 
 

 

   
定点報告の集計対象の日と
報告される日（筆者作成） 
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那須シニアカレッジ第 18期は、9月 27日に開講式を開催

し、予定通り 10月より新学期を開講する事が出来ました。今

期こそは「コロナ休講」無しの 1年間を過ごしたいと願って

いますが、長い間「うがい・手洗い・マスク着用」のコロナ

予防対策が習慣化した為か、季節性インフルエンザに対する

免疫力が落ちてしまっているらしく、ここに来て学級閉鎖等

が起きている様です。 

 

皆さんもコロナの予防接種に加え、インフルエンザの予防

接種も受ける様にご検討下さい。 

 

 

 

シニアカレッジと講師各位との間柄は、個人事業主である講師各位に、シニアカレッジが講座運営に必要な会場を確保（講

座開催時+文化祭・開講式開催時等）、受講生の募集（パンフレット制作+新聞折込）、シニアカレッジ会報の発行、ホームペー

ジの維持管理等を行う事で、カレッジの講師各位が活動のし易い環境を提供しているというものです。 

 

一般の学校の様に、教師と雇用契約を結び活動するのであれば、受講料を学校が徴収し、給与を教師に支払うという形態に

なりますが、シニアカレッジと講師各位とは雇用関係がないので受講生は受講料を講師に支払い、講師は受講料を差し引いた

残りを「運営費」としてカレッジに支払うのが実態を表すものです。 
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URL      http://nasusenior-college.jp 
E メール   info@nasusenior-college.jp 

 

投稿記事大募集!! 

  

すので、年間受講料は 10,000 円と設定されます。受講料の

うち、80％を講師料として講師が受取り、残りの 20％を運営

費としてカレッジに払い込んで貰います。 

 

 

 

業務の見直しで 18 期より変更をしたと申しましたが、一

番の目的は業務の見える化と、誰でも出来る化です。いくつ

か例を挙げます。 

 

１． 見える化：払い込まれた金額が、どの講座のどの受講生 

のものか分からない。 

通常の取引であれば、未収入金（相手先と金額）が計上 

され、入金毎に経理処理が出来るが、シニアカレッジの 

場合は未収入金計上が出来にくいのが実情。 

ａ． 同一講座を継続受講しない受講生の把握が、新学期開始 

ギリギリ(又は、開始後)になる。 

ｂ. 新規受講希望者は、新学期 1回目の講座をお試し体験 

として、講座内容が本人希望と合致している事を確認後 

に受講料を払い込む方法なので、受講確認が 10月末(又 

は 11月)となってしまう。 

 

ｃ. 払込票に該当講座名等の記載漏れ、 受講料を超える(又 

は不足))払い込がある事があり、講師経由処理方法につ 

き確認せねばならない。 

２． 誰でもできる化：受講生数(延べ人数)が 280人程存在す

るので、入金データを全員分管理するのには、PCの経験

が必要となります。 

ａ. 中高齢者が中心の組織であるシニアカレッジとして、PC 

経験者を探し出すのは簡単ではありません。 

 

ｂ. 18期は 29講座ながら、複数講座を担当している講師もお 

り、講師数は 21 名となりました。カレッジ運営費を 21

名の講師から払い込んで貰うのなら、PC経験がなくても

経理処理は可能となります。 

 那須シニアカレッジの活動を、今後も長く継続して行ける体制として行く為には、誰でもが担当出来る形への業務の見直し
を進めて行く事が必須であり、それに対応する見直しの一環である事を、ご理解下さい。 
 
尚、それを目的とした訳では有りませんが、今迄は受講料払い込時の銀行手数料は受講生に負担頂いていました。今回の変

更により、受講生は受講料を(一般的には)現金で講師に手渡す事となり、銀行手数料は無用となります。 
 
一方、カレッジが払い込んでいた講師料の銀行手数料は、講師に負担して貰っていました。変更により各講師が払い込む「運

営費」については、講師に負担願っていますので、講師料の受取金額については今迄と変更ありません。 
 
以前にも申し上げましたが、シニアカレッジの活動を続けるうえで気に入った言葉が有ります。「シニアがシニアの為に、

老後を尽くす」 
 
生涯教育・生涯学習の為にシニアカレッジで活動させて貰っている自分の拠り所となる言葉です。 

講師・受講生の皆さん、今期も充実したカレッジライフを満喫しましょう。 
 

事務局長 齊藤 健 

http://nasusenior-college/
http://nasusenior-college/

